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<要 約>
保育の現場において､保育に携わる幼稚園教諭や保育士は､子どもたちとともに動くことが多く､
1日の中で活動量がある程度確保できる職種のひとつであると思われる｡また､幼児との身長差から
立位と座位の繰り返しも多く､腰痛や下肢の疲労が多い職種であることが報告されている｡これまで､
保育者の疲労度を測定する研究はみられるものの､身体活動量を測定している報告はほとんどなく､
実際の活動量を把超していないのが現状である｡そこで､幼稚園教諭の身体活動状況を測定しその運
動量が､どのくらいの活動量であり､一日のうちのどのくらいの割合であるかを調査 ･分析すること
を試みた｡
6名の幼稚園教諭 (5歳児担任2名､4歳児担任2名､3歳児担任2名)を対象に､日常保育活動中
の身体活動量の測定と疲労に関する調査を実施した｡結果は以下に示すとおりである｡
1.身体活動量を歩数でみると､6名中5名が1万歩を超えていたが､一日の目標活動量 (300kcal)
を超えるものは3名であり､平均的に活動強度が低いことがわかった｡
2.疲労の自覚症状と疲労部位をみると､精神的疲労よりも身体的疲労が多く､部位も肩や腰とい
った体幹部の疲労が目立った｡
3.疲労回復や健康維持のために､何らかのスポーツ活動を継続しているのは3名で､内容はウオ
ーキングやストレッチ､軽度の筋肉トレーニングなどであった｡
以上の結果から､身体活動量の目安としての歩数はほぼ確保されているものの､活動強度としては
低いものが多いため､健康の維持 ･増進や疲労の蓄積を解消させるためにも､積極的な身体活動の実
践や軽運動の継続を心がけることが望ましいと思われた｡
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<目 的>
科学技術の進歩とそれに伴う自動化 ･機械化は､国民の生活を豊かで水準の高いものにしてきた反
面､家庭や職場､地域における国民の生活活動や生活様式を大きく変化させてきた｡すなわち､家事
労働の軽減や職場での軽い作業が主体となるなど､生活全般における歩行を含めた身体活動量が減少
することとなった｡その結果として､いわゆる運動不足が原因となる肥満 ･高血圧 ･高脂血症 ･糖尿
病といった生活習慣病を引き超こすことになり､大きな社会問題となっている｡さらに最近はメタポ
リックシンドロームという概念と診断基準が示され､これらの生活習慣病が重複した場合には､虚血
性心疾患や脳血管疾患などの発症リスクが大きくなることから､運動習慣のより一層の徹底や食生活
の改善により､それらの発症リスクを低減させろことが見直されているoそこでこのような現状を解
決させるべく､厚生労働省は2006年に ｢健康づくりのための運動指針2006｣1)および ｢健康づくり
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のための運動基準2006｣ 2)を策定し､メタポリックシンドロームの考え方を取り入れた生活習慣病対
策､とくに身体活動､運動施策を推進し､国民や関係者に ｢予防｣の重要性に対する理解と促進を図
ることが重要であるとしている｡その結果､日常生活における身近な運動(例えば歩行など)の実践や
余暇におけるスポーツを実践する人が増加する傾向にある｡しかしながら､有職者にとって運動実践
の時間を確保することはなかなか難しいのも現状である｡
一方､職種によって職務中の身体活動量は大きく異なる｡例えば､事務職のようにほぼ終日を座位
で仕事する場合と､販売員や製作技術者のように終日を立位で仕事する場合､さらには幼児教育に携
わる教職員のようにほぼ終日を乳幼児と活動を共にする仕事では身体への労働負荷が異なると思われ
る｡この職務中の身体活動量が日常生活における必要な運動量としてある程度確保することができれ
ば､生活習慣病の予防という観点からも望ましいものであると推察される｡しかしながら､運動中の
身体活動量の測定は多くみられるものの､職務中の身体活動量を測定している研究､特に幼児教育に
携わる教職員に関する研究はあまりみられないのが現状である｡
そこで､保育の現場において子どもの動きに合わせた動作や立ち居振る舞いが多い幼稚園教諭の身
体活動状況を測定しその運動量が､｢運動指針｣および｢運動基準｣からみるとどのくらいの活動量で
あり､一日のうちのどのくらいの割合であるかを調査 ･分析することを試みた｡
<方 法>
対象とした幼稚園教諭は､東京都郊外にあるA幼稚園に勤務する6名の担任 (5歳児担任2名;20
歳代および40歳代､4歳児担任2名;20歳代､3歳児担任2名;20歳代､平均年齢;27.2±7.6歳)
であった｡6名の保育歴は1-18年で､2名は他の幼稚園での保育歴も含まれていた｡各被検者の身
体的特徴は､表1に示すとおりである｡各被検者には測定の内容について十分な説明を行い､同意を
得た上で測定を行った｡測定は､平成19年2月14日 (水)に夷施した｡
表1 被検者の身体的特徴
身 長 (cm) 体 重 (kg) 年 齢 (読) 俣育歴 (午)
(年少) R.T. 150.0 43.0 26 6
A.M. 141.0 51.3 27 7
(年中)N.Y. 156.0 73.0 21 1
Y.H. 157.0 52.0 25 5
(年長) S.H. 152.0 50.0 22 3 ●
N.K. 168.0 63.0 42 I18 tl
平均±標準偏差' 154.0±8.9 55.4±10.4 27.2±7.6 6.7±6.0
測定項目は､身体活動量の測定 (スズケン社製ライフコーダ )ーと身体活動量に関する自作のアン
ケート､さらに疲労の自覚症状および身体疲労部位の調査を行った｡ライフコーダーによる身体活動
量の測定は､各自の身体的データ (身長､体重､歩幅､目標運動量など)を設定した万歩計タイプの
測定器を腰に装着することにより､内蔵された加速度計が移動スピードを感知し身体活動量を測定す
るものである｡測定結果はパソコン上で処理され､活動時間分布､運動量､歩数などが分析される｡
測定手順は､まず測定日前日 (2月13日)に各教諭に対して､ライフコー ダーの取り扱い方法を説
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明し､予備測定として就寝までライフコーダーを装着してもらった｡測定日当日 (2月14日)は､起
床から就寝までの終日でライフコーダーを装着し身体活動量を記録した｡さらに測定日翌日 (2月15
日)も同様に､起床時からの回収時 (午後3時)までの記録を継続してもらった｡ライフコーダーの
測定と同時に､身体活動内容を記録用紙に記入してもらい､時系列で活動内容が把握できるようにし
た｡なお､今回は終日の活動記録がそろっている2月14日の測定結果のみを分析した｡
ライフコーダーによる測定終了後､疲労の自覚症状 3)および身体疲労部位 4)について産業衛生協会
作成の用紙へ記入し､調査した｡
すべての測定結果および調査結果は､統計的に処理を行った｡
<結 果>
1.ライフコーダーによる身体活動畳
表2に､ライフコーダーから得られた身体活動量､歩数､活動時間を示した｡身体活動量は3名が
一日の目標運動量 (300bal)には及ばなかった｡歩数は1名以外1万歩を超え､3名は13000歩を超
える歩数であった｡活動時間は､6名全員のほぼ就業時間である午前7時から午後 7時までの12時
間 (720分)のうちの平均128.4分 (約18%)であった｡
表2.ライフコーダーによる身体活動量の測定結果
歩数 (歩) 運動量 (症) 総消費量 (厄l) 活動時間 (分)
(年少) R.T. 13878 257 1669 150.9
A.M. 13534 302 1388 143.0
(年中) N.Y. 10299 315 2221 108.2
Y.H. 11532 273 1873 118.9
(年長) S.H. 13853 328 1927 147.6
N.K. 9370 230 2027 101.5
平均±標準偏差 12077.7±1965.0 284.2±37.4 1850.8士290.4 128.4±21.5
また､身体活動の強さ (メッツ)別の活動時間を表3に示した｡これをみると､活動時間の70%以
上が1-3メッツという比較的低い運動強度で占められていることがわかった｡
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表3 運動強度(メッツ)別活動時間 (分)および全活動時間での割合
メッツ 1 2 3 4 5 6 7 8 9
午少 R.T. 36.5. 69.7 15.2 ll.5 2.4 8.7 3.9 2.3 -0.7
(%) 24.2 46.2 10.1 7.6 1.6 5.9 2.6 1.5 0.5
A M 09 50 45 178､ 37 133 21 10 6
(%) 21.6 41.3 10.1 12.4 2.6 9.3 1.5 0.7 0.5
午中 N.Y. 30.7 39.1 8.3 12.5 9.1 5.7 1.1 1.5 0.3~
(%) 28.4 36.1 7.7 ll.6 8.4 5.3 1.0 1.4 0.3
Y H 259. 4 7 ll 97 3 109 59 6 9
(%) 21.8 41.8 9.5 8.2 2.6 9.2 5.0 1.3 0.8
年長 S.H. 33.4 64.2 12.5 ll.9 7.1 6.6 3.5 5.1 3.3N K 290 42 30 105 24 31 09 04 01
(%) 28.6 41.6 12.8 10.3 2.4 3.1 0.9 .0.4 0.1
平 均 31.1 54.2 12.5 12.3 4.8 8.7 2.9 2.0 1.0
2.疲労の自覚症状および身体疲労部位の調査結果
日本産業衛生協会･産業疲労研究会により考案された ｢疲労自覚症状調べ (資料1)｣および産業衛生
委員会選の ｢身体疲労部位調査票 (資料2)｣を用いて､測定日当日の疲労に関して調査を行なった｡
｢疲労自覚症状調べ｣は､Ⅰ群が眠気とだるさを中心とする疲労丁股の訴え10項目､I群が注意集中
の困難さを示す作業意欲の減退を中心とする心的症状についての訴え10項目､Ⅲ群が局在した身体の
違和感を身体の特定部位に現れる心身症的訴えの10項目､合計30項目から構成されており､この質問
用紙を配布して自分が感じたとおりの項目に○×をつけて回答するものである｡また ｢身体疲労部位
調査票｣は､特定の作業動作や作業姿勢によって生じる骨格や筋肉に対するだるさや痛みの場所を､
それが生じた部位別に図中に○印をつけたり斜線や塗りつぶして示すものである｡
測定日当日における疲労の自覚症状をみると､Ⅰ･Ⅱ群よりもⅢ群の ｢肩がこる｣｢腰が痛い｣とい
った項目に症状を訴える割合が高く､精神疲労よりも肉体疲労が多いことがわかった｡また身体部位
別の疲労をみても､腕や肩､腰の疲労が多かった｡
3.自作アンケートによる結果
被検者それぞれの健康･疲労に関するおよび運動実施状況についての調査を自作のアンケートによ
り行なった(資料3)｡その結果､疲労の出やすい曜日は月曜日と木曜日が多かった｡疲労の原因として
は､勤務時間が長いことや1週間の疲労が蓄積するためとの回答が多かった｡また保育に関連する疲
労や身体的負担としては､声がれや膝関節の痛み､子どもを抱き上げる動作による腕や腰の痛みなど
が挙げられた｡疲労回復の方法としては､睡眠や入浴といった休息を多くとること､ストレッチやウ
オー キングなどの軽運動の実践を心がけているとのことであった｡日常生活で運動を継続的に実施し
ているのは､6名中3名であり､内容はウオー キングや簡単な筋力トレー ニング (腹筋､スクワット
など)であった｡
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<考 察>
生活水準の向上により､日常生活の中で歩行をはじめとする身体活動量の減少が問題となっている｡
この結果､運動不足が原因となる肥満 ･高血圧 ･高脂血症 ･糖尿病といった生活習慣病を引き起こし
たり､これらの生活習慣病が重複した場合には､虚血性心疾患や脳血管疾患などの発症リスクが大き
くなるといった､メタポリックシンドロームという概念から､運動習慣のより一層の徹底や食生活の
改善により､それらの発症リスクを低減させることが見直されている｡しかしながら有職者にとって
運動を実践する時間を確保することは難しく､なかなか実践できないのが現状である｡
保育の現場において､保育に携わる幼稚園教諭や保育士は､子どもたちとともに動くことが多く､
1日の中で活動量がある程度確保できる職種のひとつであると思われる｡また､幼児との身長差から
立位と座位の繰り返しも多く､腰痛や下肢の疲労が多い職種であることが報告されている5-12)｡これ
まで､保育者の疲労度を測定する研究はみられるものの､身体活動量を測定している報告はほとんど
なく､実際の活動量を把握していないのが現状である｡厚生労働省が生活習慣病の予防を目的に､｢運
動指針2006｣および ｢運動基準2006｣を策定し普及に努めているが､有職者にとって日常生活の中
で運動を実践する時間を確保することは難しく､実践できていない場合が多いと思われる｡そのため
職務上の動作 ･活動が ｢運動指針｣や ｢運動基準｣にある程度補充することができれば､より簡易に
活動量を増やしたり､運動習慣としての位置づけにつなげることができるのではないかと考えた｡ま
た日々の疲労回復を目的とした運動の導入を推奨する上で､保育に必要な体力や筋力などを把握する
ことにも繋がるものと思われる｡そこで､幼稚園教諭に協力をお願いし､日常保育中の身体活動量を
測定し､それが ｢運動指針｣｢運動基準｣のどれくらいに相当するかを調査 ･分析した｡
ライフコーダーによる身体活動量の測定結果からみると､就業時間である午前7時から午後7時ま
での約 12時間において､6名中5名が 1万歩を超える歩数であった｡これは厚生労働省が推奨する
｢1日1万歩以上､週当たり7万歩以上｣の基準を達成しており､日常保育がいかに子どもとともに
動く活動であるかがわかる｡担当クラスでみても､年少クラスを担当する教諭は他のクラスの教諭よ
りも歩数が多い傾向があり､保育の中で低年齢児ほどひとりひとりへの援助が必要だということが歩
数として表れたものと思われる｡ただし､活動強度からみて目標活動量 (300kcal)を達成したのは3
名であったことから､動き自体が軽度なものが多く (普通歩行 :1-2メッツ程度に相当)､生活習慣
病の予防･改善に必要な運動強度 (3メッツ以上)に満たない動作が多かったことが明らかとなった｡
担当クラス別に結果をみてもそれほど大きな違いはなく､子どもの活動内容に大きな違いがなかった
ものと思われる｡
運動時間の70%以上が3メッツ以下という結果を合わせて考えても､歩数のわりに活動強度は低い
ものであることが示された｡3メッツ以上の運動強度を示す活動内容としては､園児の送迎バスに莱
車している時間や園児が登園もしくは降園後の清掃活動中に多く記録されており､バスへの乗り降り
や清掃活動での机や椅子の運搬などが活動量を増やしているものと思われる｡幼稚園教諭の身体活動
は､｢子どもとともに動いている｣という印象が強いため､保育活動中の活動である程度の運動量が確
保されているものと予測していたが､実際には子どもとの活動での運動量はそれほど高いものではな
かった｡ただし､測定日当日が雨天で園庭での遊びがほとんどできなかったことを考えると､天候に
よっては子どもとの活動の中でこれ以上の運動量が確保されることも考えられる｡
疲労調査における結果をみると､｢肩がこる｣｢腰が痛い｣といった肉体的疲労が圧倒的に多く､そ
の要因として､子どもとの身長差や抱き上げ動作によるものであるとの回答が多く､先行研究の報告
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と一致していた｡幼稚園教諭は子どもの目線に立っていろいろな保育活動や援助を行っているため､
必然的に自体重の上下動が多くなってしまう｡そのため､腹背筋への負担が大きくなり腰痛を引き起
こすことが考えられる｡また疲労調査の結果を担当クラス別にみると､年少クラスを担当する教諭は
子どもの抱き上げなどによる部位的な疲労を挙げているが､年長クラスの教諭は子どもと一緒に動く
だけの体力が必要であるという回答であった｡子どもの発達過程において､年少児よりも年長児の方
が活発に活動することが多いため､このような結果になったものと思われる｡したがって､日常での
身体的負荷をできるだけ蓄積させないためにも､ストレッチの実施や軽運動の実践を継続することが
望ましい｡
一方､自作アンケートによる健康や疲労に関する結果をみると､疲労の出やすい曜日は月曜日と木
曜日が多く､勤務時間が長いことや休日での疲労回復が十分でなかったり､週の後半で疲労が蓄積す
ることがその原因であると回答している｡6名の教諭の勤務時間は午前7時ごろから午後7時ごろま
でと比較的長く､疲労が蓄積してしまうものと思われる｡それぞれの教諭が疲労回復のために睡眠時
間の確保や長めの入浴､ストレッチや軽運動の実践を心がけているが､身体的疲労だけでなく子ども
の安全面に留意するといった精神的疲労もあり､このような慢性的な疲労状態が継続することは保育
にも影響するため､各自の疲労回復法でできるだけ疲労を蓄積させず心身ともに健全な状態で保育に
当たることが望ましいと思われる｡
幼稚園教諭や保育士といった保育者は､子どもの健全な成長と発達のためにさまざまな活動を行っ
ており､その活動は保育者の健康状態に左右されるといっても過言ではない｡したがって保育者の身
体的 ･精神的な健康を維持するためには､日常生活の中で基礎的な体力を碓持することはもとより､
趣味や気分転換を図りながら疲労を蓄積させないことが重要であり､その結果として保育者自身が健
康で意欲的に保育に取り組むことが子どもたちの健全な成長と発達を促すことに繋がるものと理解す
ることが重要であると思われる｡さらに､身体的 ･精神的な健康ぺの取り組みが運動不足をはじめと
する生活習慣病などの罷患率の減少に繋がることが期待できるものと思われる｡
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資料1図5 疲労自覚症状調査票
性別 (男 ･女 )
2001年 月 日
測定時間 (午前作業前 ･昼休み前 ･昼休み後 ･作業終業後 )
今のあなたの状態について､お聞きします｡
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資料3 自作アンケート
<身体活動量に関する調査>
この調査は､幼稚園や保育園の保育者の身体活動量を把握し､その結果から将来保育者を目指し
ている女子学生にとって必要な体力を検討していくことを目的に行うものです｡お答えいただいた結果
は､統計的に処理いたしますので､個人的にご迷惑をお掛けすることはございません｡ありのままお答
えください｡
東京農業大学大学院 博士後期課程
環境共生学専攻 島崎 あかね
1.ご自身に関すること
･ お名前:
生年月日: 昭和 年 月 日
俣育歴:この幼稚園で
身長:
ライフコーダー No:
年､それ以前に 年 合計 年
cm､体重: kg
担当クラス: 年長組 年中組 年少組 その他の業務など
勤務時間(平日): 午前 時 分 ～ 午後 時 分
〝 (土曜日):午前 時 分 ～ 午後 時 分
通勤手段: 自家用車 公共交通機関(電車･バス) 自転車 徒歩
通勤時間: 時間 分
2.健康･疲労に関すること
･ 現在の健康状態はについて:よい 普通 悪い (どのように:
･ 最近1ケ月間の身体の部位ごとの自覚症状と疲労を感じる部位を別紙に記入して下さい
･ 疲労が出やすい時間と曜日はいつですか: 時ごろ､ 曜日が多い
･ 疲労の原因は何だと思いますか:例)通勤時間が長い､家事との両立､仕事量が多い
〔
疲労回復のために実施していることはありますか:
〔
･ 幼稚園教諭になってから治療したことのある疾患､現在治療中の疾患はありますか
ない ある
〔
差し支えなければ症状を記入して下さい
担当クラスによる保育労働の身体的負担についてご意見をお聞かせください
園児との身長差があるので､身体を上下に移動させることが多い など
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3.運動に関すること
･ これまでの運動経験につい七お聞かせください (複数あれば､代表的な種目で結構です)
高等学校
大学､短期大学
回/週当たり､ 分/1回当たり
回/週当たり､ 分/1回当たり
回/週当たり､ 分/1回当たり
回/週当たり､ 分/1回当たり
現在､何か運動を実施していますか (ウオー キングのような軽運動も含む)
種目:
頻度:週 または 月に 回程度
時間:1回当たり 分程度
場所:
以下は､今後子どもを取り巻く環境のうち｢食生活･食育｣に関する調査および研究を行っていく上での
基礎資料としたいと思っております｡日頃感じていらっしゃることをお聞かせいただけますよう､よろしく
お願いいたします｡
･アレルギーを持っている園児の割合はどのくらいですか｡
食物アレルギー:担当クラス 人中 人 (主なアレルゲン:
花粉などのアレルギー:担当クラス 人中 人 (主なアレルゲン:
･園児に食べ物の好き嫌いは多いですか｡ 多い 少ない
好きな食べ物:
嫌いな食べ物:
･園児に｢むら食い｣｢遊び食い｣はありますか｡ ある ない
･作品展で｢食｣をテーマに取り上げた後､園児(または保護者)の食への興味などに変化がありました
か｡また､園児の食生活や食青に関するご意見をお聞かせください0
｢
ご協力ありがとうございました
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